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危機のない未来などあり得るだろうか。私は、その答えは明らかに「ノー」だ

と主張する。社会は危機なしには存在し得ず、危機こそがあらゆる社会的なも

のの構成要素である。しかし、現代のグローバル政治における危機の具体的な

形態は、そうではない。世界政治の現状を理解するためには、新たな危機論を

構築する必要がある。意思決定理論に焦点を当てることは、実際に重要なも

の、すなわち危機そのものを排除してしまうことになる。危機が意思決定者に

届く以前に、何が危機を構成しているのかを深く理解しなければ、危機論を構

築することは到底不可能である。したがって、危機の存在論に関する問いが、

この取り組みの中心的な関心事となる。そこで私は、意思決定理論の領域を離

れ、私がホロクライシスと呼ぶ概念に目を向け、社会構造という概念をより深

く掘り下げていく。本発表では、まずこの新造語の意味内容を提示し、次にこ

の視点から現代の世界政治を分析する。

ディルク・ナーバース教授は、2010年よりド

イツのキール大学で国際政治社会学の教授を務

めている。それ以前は、ハンブルクのGIGA

（ドイツ国際地域研究所）で上級研究員を務め

ていた。また、日本、ニュージーランド、エス

トニアで客員教授を歴任した。主な研究分野

は、国際関係論、社会学理論、政治社会学、ポ

スト構造主義理論、および東アジアの国際関係

論である。著書には5冊の単著、多数の編著、

および100本以上の論文があり、その中には

『Review of
International
Studies』、『Foreign

Policy
 Analysis 』、『 International
 Studies

Perspectives』、『International
Relations
of
the

Asia-Pacific 』 、 『 Critical
 Studies
 on

Security 』、『 New
 Political
 Science 』、

『 Politische
 Vierteljahresschrift 』 、

『Politics』、『Global
Studies
Quarterly』とい

った主要な学術誌への掲載論文も含まれてい

る。
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